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和昭

市政だよ

市政だよりは、

のものです。

市の行事や、市民みなさ

んに協力していただきた

いことなどを掲載してい

ます。

早〈、良〈、家族みんな

で読みましょう。
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(
乙
乙
を
と
じ
て
く
だ
さ
刊
〉

O 

公営旭町アパート?士、旧市役所跡に建てられ、中層

の耐火構造住宅で.今年の 3月までに完成します。

この日市役所跡は昨年改良住宅としてできた30戸と

ことしの16戸をあわせて46戸の住宅団地となるわけで

来年度も改良住宅を同町に建てる計両です。

入居者;ま一般公募で決定します。今i'E建てられた分

の総 E費は約 2ヲ000万円です。

に左う公営旭町アパート

改良竹松アパート(右〉

竹怠駅うらに戦時中からあった住宅が非常に危険にな

ったので、その代りとして建築しているのがこのアパー

トです。乙れと同種のものが昨年は旭町にできました。

この建物は 4階建の鉄筋コンクリートづくりで今年 3

月完成します。

入居できるのは原則として、古い住宅に住んで、いた人

たちが入居します。戸数は24戸で、 総工費は 2，800万円

です。

急ピッチ

公営竹松住宅

竹松駅うらに、ブロック平家建の市営住宅

かできあがりつつあります

この入居者は、一般公募で決定し、今年4

月から入居できます。戸数は16戸で、総工費

は1，200万円です。

市営住宅の建設

イス

ご
協
力
あ
り
が
と
う

イス

グ
ネ
パ

l
ル
の
子
供

達
を
結
核
か
ら
守
る
グ

た
め
、
海
外
医
療
協
会

が
中
心
と
な
り
「
古
切

手
収
集
運
動
」
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
ず
み
の
五
円
切

手
、
十
円
切
手
か
ら
記

念
切
手
、
外
国
切
手
な

ど
を
集
め
て
市
役
所
総

務
課
宛
に
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
古
切
手
百
枚
で

二
人
分
の

B
C
G
ワ
ク

チ
ン
が
買
え
る
の
で
す

市
民
の
み
な
さ
ん
と

協
力
く
だ
さ
い
。

昨
年
十
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
あ
い
だ
に
次

の
方
か
ら
と
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

村
田
学
さ
ん
。
鶴
田

さ
ん
u

山
本
ゆ
き
子
さ

ん。

Y
さ
ん
岩
瀬
シ

ヅ
さ
ん
。
喜
多
川
さ
ん

藤
山
一
幸
さ
ん
。
市
川

正
子
さ
ん
。
阿
良
賀
ツ

ル
さ
ん
。
小
山
俊
丸
さ

ん
。
藤
井
完
治
さ
ん
。

岩
添
さ
ん
。

女〈ヌ女大1ミ刊〉
"'J 

」ま〈ス大人
以'7;r 大大大2手ミユ平子ミ子



(2.) り大村市政だよ

陸
海
空
自
衛
官
(
二
士
)
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

満
十
八
才
か
ら
二
十
五
才

ま
で
の
日
本
国
籍
を
有
す
る

男
子
で
、
申
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
人
は
だ
れ
で

も
受
験
で
き
ま
す
。

詰
験
は
毎
週
金
曜
日
、
大

村
部
隊
で
行
な
い
ま
す
。

昭和33年4月22日第三種郵便物認可
寝室誌

お
し
ら
せ

昭和43年 2月10日

保
育
所
に
入
る
児
童
を

募
集市

立
保
育
所
と
菅
瀬
保
育

所
の
四
十
三
年
度
入
所
児
童

を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

マ
該
当
児
童

保
護
者
が
共

稼
ぎ
や
病
気
そ
の
他
の
理

由
で
、
日
々
の
保
育
に
欠

け
る
就
学
前
の
幼
児

ム
募
集
人
員

池
田
保
育
所

1
約
別
名

中
央
保
育
所

1
約
四
名

三
域
保
育
所

1
約
お
名

竹
松
保
育
所

1
約
別
名

〈
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民

課
に
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

長崎国体の会期と

スローガン

夏季大会

昭和44年 9 月 7 日 ~10 日

秋季大会

昭和44年10月 26 日 ~31 日

スローガン

「明朗・積極・創造」

コ

i
ナ

!

萱
瀬
保
育
所

1
約
出
名

マ
受
付
期
間

2
月
別
日
ま
で

マ
受
付
場
所

福
祉
事
務
所

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

外
地
引
揚
者
で
市
内
に
居

住
し
現
に
住
宅
に
因
っ
て
い

る
人
は
次
に
よ
り
申
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い

ム
住
宅

諏
訪
第
五
住
宅

ム
家
賃
一
カ
月
五
百
円

ム
募
集
世
帯
一
世
帯

ム
申
込
締
切
二
月
二
十
日

ム
申
込
場
所
市
建
築
課
文

は
福
祉
事
務
所

③ 
三 は市加資に と満永
月、 外登格かし二年
かそ転録をぎて十大
九 の出す認り 名 歳 村
月内、る定 毎簿 に巾
に 容死 し 年登なに
名に亡 て三 録 つ 居
簿 よ、 選月 の?こ住
かり誤 挙と申 、人し
ら 随載 人九 出なて ⑧ ①わのえ 簿 久は選
株 時な 名月を ど い 入 村 新 て 登 り な 格 な 出 と 録 名 ひ り ょ ら に 選 一 挙
消 まど 簿に しはるし市 Tこい録 永いがどや市さ 簿とま うれき挙昨人
すたの にそ?こ原人たににるさ久かかで死外れに Tこしにてり人年名
るは人 追の人 則 で り 転 大 れにぎけ資亡転る登び?こか次か名永簿

登録していない人は早く

満20歳になったら選挙ができます

し
た
が
っ
て
現
在
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、

登
録
申
出
の
手
続

が
必
要
で
す
。

登
録
申
出
の
受
付
は
、
市
ー

民
課
又
は
各
出
張
所
で
勤
務

時
間
中
い
つ
で
も
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
す

る
と
き
は
お
忘
れ
な
〈
手
続

を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
満
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

(
満
二
十
歳
に
な
っ
た
日

か
ら
手
続
が
で
き
ま
す
)

②
新
た
に
大
村
市
に
転
入
し

た
と
き
“
(
前
住
地
市
区

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
〉

が
発
行
す
る
登
録
ま
た
は

未
登
録
証
明
書
を
添
付
す

る
こ
と

③
登
録
も
れ
の
人
(
永
年
大

村
市
に
住
ん
で
い
る
満
二

十
歳
以
上
の
人
で
今
ま
で

の
選
挙
で
投
票
所
入
場
券

が
こ
な
か
っ
た
人
は
登
録

も
れ
に
該
当
す
る
場
合
が

多
い
)

な
お
、
お
わ
か
り
に
な
ら

な
い
乙
と
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
(
市
役
所
内
)

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

、

のりや鶏肉の品評会
毎年行なっている鶏肉(プロイラ〉や卵

の品評会に、今年から、大村湾でとれる

ようになったのりやわかめなど水産物を

加えて、1月23日と 24の両目、市民会舘

で行ないました

これは、 最近の需要増大に対応するた

め、これらの品質と増産をはかるために

行なったものです。また始めての乙乙ろ

みと して出品物の即売を行ない、大変好

評でした。

< I 

jI 



昭和43年 2月10日

危
険
物
取
扱
主
任
者
試

験
の
準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
主
任
者
説
験

(
甲
種
、
乙
種
)
の
準
備
講
習

会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な

い

ま
す
。

マ
期
日

二
月
二
十
三
日
、

二
十
四
日
、
二
十
五
日

マ
場
所
市
消
防
署

マ
申
込

当
日
午
前
九
時
よ

り
行
な
い
ま
す
。

マ
受
講
料
千
円

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

消
防
署
に
お
た
ず
ね
〈
だ
さ

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

内
職
の
講
習
会

ピ
l
ズ
財
布
し
し

ゅ
う
の

内
職
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た

め
次
の
と
お
り
講
習
会
が
開

か
れ
ま
す
の
で
、
多
数
C
参

り大村市政だよ

加
く
だ
さ
い
。

マ

日

時

二

月
二
十

一
日
か

ら
二
十
六
日
ま
で
の
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時

マ

場

所

古

町
公
民
舘

マ
仕
事
の
内
容
ビ

l
ズ
財

布
し
し

ゅ
う

な
お
、

講
習
料
は
無
料

で
す
が
、
ハ
サ
ミ
、
中
食

材
料
費
と
し
て
百
五
十
-円

ご
持
参
〈
だ
さ
い
。

農
業
研
修
生
を
募
集

新
し
い
農
業
を
学
ぶ
若
い

人
を

つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

マ
募
集
人
員
本
科
、
研
究
.

科
共
に
百
名

マ
修
業
年
限
一
カ
年

マ
受
験
資
格

本
科
生

1
中
学
卒
業
者

研
究
科
生

l
本
科
卒
業
者

及
び
高
等
学
校
卒
業
者

マ
願
書
締
切

一一月
二
十
九
日

マ
経
費

授
業
料
は
い
り
ま

せ
ん
が
、
実
習
器
材
費
、

研
修
諸
費
、
入
寮
費
な
ど

三
万
一
千
円
が
必
要
で
す

な
お
、
全
寮
制
と
な
っ
て

お
り
、
願
書
な
ど
〈
わ
し
い

乙
と
は
諌
早
市
貝
津
三
一
一

八
の
長
崎
県
総
合
農
林
セ
シ

グ

l
教
習
部
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

職
業
訓
練
生
の
募
集

長
崎
職
業
訓
練
所
で
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
訓
練
生
の
募

集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

F 

マ
訓
練
種
目

専
門
訓
練

(
機
械
科

電

気

機

器

科

板

金

科

)

転
職
訓
練
(
板
金
科
自

動
車
整
備
科

配
管
科

溶
接
科
)

〔
専
門
訓
練
〕

マ
応
募
資
格

満
二
十
才
未

満
の
義
務
教
育
修
了
者
で

健
康
な
人

マ
受
付
二
月
二
十
九
日
ま

で入
所
希
望
者
は
諌
早
市
小

船
越
町
の
長
崎
総
合
職
業

訓
練
所

へ
申
込
み
く
だ
さ

〔
転
職
訓
練
〕

マ
応
募
資
格

健
康
な
人
で

公
共
職
業
安
定
所
長
が
適

当
と
認
め
た
人

マ
受
付
三
月
二
十
日
ま
で

入
所
希
望
者
は
、

公
共
職

業
安
定
所
ヘ
申
込
み
〈
だ

v
-
1
0
 

-、，、‘，
uw

冬物の中間手入れ

冬の季節も終 りに近ず

〈と、 オーパーや背広な

どほこりを吸い乙んでつ

やがな〈なり、なんとな

¥ ¥たびれた感じになり

ます。と 〈に 2月はほ 乙

りっ ぽ 〈、よごれが目立

つものです。

こんなとき、家庭でで

きる簡易クリーニングを

すると、見違えるほどき

れいになります。

これは、まず、よ〈日

にあててから棒でほこり

をたたき出します。その

あと でブラシを十分にか

けます。電気掃徐機を利

用するの も効果的です。

つぎにえりもと、そで

口のよごれやしみをベン

ージンでふきとり、全体を

アンモニヤ液をふ〈ませ

た布で手早 〈ふきとり、

アイロンで仕上げます。

2月のようにほこりっ

ぽい季節には、外出から

帰っ たら、 ほこりをよ〈

fムって部屋に入る〈せを

つけたいものです。

テレビのホコリ

テレビの中にはよ〈 ほ

乙り がたまるも のです。

長い時間つけっぱなしに

したり、 部品が不良だっ

たりして、内部で放電や

過熱がおこり、 ほ乙 りに

引火して火災になった例

があります。

電気掃除機か自転車の

空気入れで吹きとばすと

案外ほ こり はとれます。

庄司庄司

(3) 



り

室教通-父

大村市政だよ

l金
車は急に止まれない/

ースピードに注意しよう一

自
動
車
は
走
る
兇
器
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
交
通
事
故
が
ふ

え
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
の

一
つ
に
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す

ぎ
が
あ
り
ま
す
。

六
十
キ
ロ
で
走
っ
て
い
る

自
動
車
が
、
障
が
い
物
を
発

見
し
て
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

た
と
じ
た
ら
、
一
体
ど
の
〈

ら
い
ス
リ
ッ
プ
す
る
、
だ
ろ
う

か
、
つ
ぎ
の
式
で
そ
れ
ぞ
れ

の
速
度
に
応
じ
た
ス
リ
ッ
プ

の
長
さ
を
概
算
す
る
こ
と
が

…
 

自スリ ップの長さ

乙
の
式
に
よ
り
ま

す
と
、
六
十
キ
ロ
で

走
っ
て
い
る
自
動
車

の
ス
リ
ッ
プ
の
長
さ

は
約
十
八
メ
ー
ト
ル

か
ら
二
十
五
メ
ー
ト

ル
と
な
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
車
で
走
っ

て
い
る
場
合
運
転
者

は
障
が
い
物
を
見
つ

け
た
と
同
時
に
、
止
め
よ
う

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

運
転
者
は
す
「
ブ
レ
ー
キ

を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
、
実

際
に
は
車
は
し
ば
ら
く
そ
の

ま
ま
走
り
つ
づ
け
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
れ
を
反
応
距
離

と
か
空
走
距
離
と
い
っ
て
い

ま
す
が
、
乙
れ
も
車
の
速
さ

や
運
転
者
で
も
ち
が
っ
て
き

ま
す
。

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

¥い

λ
Z
5
h
h戸
j
Q
f・
2
Y
J
r
i
p
-
2

、以来
、
利
用
者
も
増
加
し
麓
幾
醤

i
E
E
-
-議量
調

布
:
地
イ
均
μ
N
M吹
い
料
川
市

⑧

こ

の

場

所

が

一

般

市
民
の
利

擁

輝

朝

関

川

崎

一

‘

.

Z

不
便
で
ゐ
っ
た
の
で
、

機

議

い

奈

川

ぎ

・

市

立

図

書

舘

に

あ

り

、

学

園

都
市

7

大
村
を
昭
和
三
十
一
年
五
月
大
村
駅
機
購
錨
欄
膿
y
uvL
務
庁
1
1
dペ
~

一
大
村
市
立
図
書
舘
は
、
昭

標
ぼ
う
し
た
時
で
あ
え
図
前
の
日
教
育
委
員
会
事
務
局
酪
醗
醗
宮
山
ぺ

川
一
¥
九

七
和
二
士

一
年
五
月
一
二
日
、
新
書
舘
の
充
実
が
要
望
さ
れ
て

の
階
下
に
移
転
し
、
又
昭
和

議

欝

翻

誠

監

じ

ふ

ん
憲
法
発
布
の
記
念
日
に
際
し

い
た
。
そ
乙
で
、
蔵
書
全
部
四
十
年
三
月
市
庁
舎
の
移
転
髄
瞳
理
問
闘

一一隆

眼

目

一
現
市
長
大
村
純
毅
氏
が
終
戦
を
大
村
市
に
寄
贈
し
、
同
年

に
と
も
な
い
旭
町
の
旧
市
庁
灘
掴
蓮
田

園

圃

閉

~

〈
後
郷
土
の
人
々
の
教
養
向
上
十

一
月

一
日
大
村
市
立
図
書
舎
の
跡
陀
移
し

た

。

そ

の

後

麟

聞

翻

溢

田

園

温

.

〈

~
の
た
め
に
と
、
自
己
の
蔵
書
舘
と
し
て
発
足
、
初
代
舘
長
文
化
の
殿
堂
で
あ
る
市
民
会
潮
翻
醗
ソ

F
園
田
隈
楢
繍
欄

盤
園
田
量
調
醐
睡
眠
麟
〉

?
に
有
志
寄
贈
の
図
書
を
加
え
に
藤
原
正
忠
氏
が
就
任
し
た
舘
が
完
成
し
た
の
で
昭
和
四
踏
掴
圃
園
J
内
総
鋪
闘
園
圃
圃
眠

ん
て
、

公
園
入
口
旧
司
令
部
跡

昭
和
二
十
八
年
に
は
、
学

十
二
年
五
月
市
民
会
舘
の
別
繍
翻
調
融
鮫
脳
細
圏
園
圃
~

ん
(
現
在
玖
島
派
出
所
)
に
私
立
制
頒
布
八
十
年
を
記
念
し
て

舘
に
移
転
し
て
い
る
。

機

麟
鵬
幽

・

聞

園

圃

園

町

…
図
書
舘
と
し
て
発
足
し
た
。
大
村
郷
土
資
料
室
を
附
設
レ

現
在
の
蔵
書
数
は
、
約
一

¥

…三
日
乃

---E回

目

‘

~
当
時
は
長
崎
大
学
、
長
崎
郷
土
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
万
四
千
冊
、
一
日
平
均
の
利

長

楢

園

調

園

~

~
工
業
高
等
学
校
な
{
冷
村
る
こ
寸
に
な
っ
た
。

用
者
は
約
百

名

で

あ

る

o

l

-

-

i

l

~
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従
っ
て
、
乙
の
空
走
距
離

を
加
え
る
と
六
十
キ
ロ
で
走

っ
て
い
る
車
は
、
運
転
者
が

障
が
い
物
を
発
見
し
、
危
険

を
感
じ
て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を

ふ
み
、
停
車
す
る
ま
で
約
三

十
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
が
必

要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

車
を
運
転
す
る
と
き
は
こ
の

こ
と
に
十
分
注
意
し
て
安
全

な
運
転
を
し
て
〈
だ
さ
い
。

墓
地
の
改
葬

無
縁
墓
地
の
改
葬
が
つ
ぎ

の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

マ
墓
地
の
所
在
地

神
戸
市
東
灘
区
深
江
東
町

マ
墓
地
名
称

津
知
共
同
墓
地

マ
届
出
先

芦
屋
市
朝
日
ケ
丘
町
三
五

。
霊
園
事
務
所

マ
届
出
期
日

二
月
十
五
日

清
和
園
に
寄
付

ム
諏
訪
町
志
田
広
二
、
画

.報
四
冊
ム
長
安
寺
婦
人
会

菓
子
三
十
二
袋
‘
チ
リ
紙
十

" 、

二
キ
ロ
ム
池
田
住
宅
九
区

吉
田
正
夫
、
化
粧
石
ケ
ン
三

十
個
ム
某
氏
、
雑
誌
十
九

冊
ム
大
村
市
農
協
、
雑
誌

三
冊
ム
某
氏
、

雑
誌
二
十

三
冊
ム
原
口
郷
鹿
取
茂
夫

甘
藷
六
十
キ
ロ
ム
原
口
住

宅
、
石
渡
乙
女
、
ス
リ
ッ
パ

三
十
六
足
ム
三
域
婦
人
会

三
千
百
円
ム
水
主
町
山
前

キ
ワ
、
小
説
三
冊
ム
福
岡

市
松
尾
肇
、
一
万
円
ム
萱

瀬
婦
人
会
、
三
千
円
ム
下

久
原
林
常
雄
、
み
か
ん
十
八

キ
ロ
ム
東
本
町
岡
田
栄
、

一
万
円

A
編
物
連
合
会
大

村
支
部
、
編
物
類
二
十
二
点

千
円
ム
長
崎
県
知
事
菓
子

三
十
一
袋
ム
諏
訪
町
井
上

時
男
、
み
か
ん
十
キ
ロ
ム

株
式
会
社
富
士
化
学
、
長
崎

営
業
所
、
わ
ら
草
履
百
足

ム
親
和
銀
行
大
村
支
庖
、
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
一
個
ム

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

四
千
六
百
五
十
円
ム
東
本

町
高
松
玄
治
、
餅
六
キ
ロ
、

み
か
ん
十
キ
ロ
ム
北
松
浦

郡
江
迎
町
徳
田
安
之
助
、
山

下
ト
ク
、
五
千
円
。
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